
２
０
１
７
年
、
和
泉
セ
ン
タ
ー
の
パ
ー
ト

社
員
と
し
て
株
式
会
社
物
研
に
入
社
し
た
坂

井
桂
子
。
会
社
の
一
員
と
な
っ
て
か
ら
、
坂

井
は
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
現
在
務
め
て
い
る
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

の
仕
事
に
対
す
る
考
え
や
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
の
素
顔
に
迫
る
。

自
ら
手
を
挙
げ
て

手
先
の
器
用
さ
を
生
か
し
て
10
年
以
上
内

職
の
仕
事
を
し
て
い
た
坂
井
は
、
子
ど
も
の

成
長
に
伴
い
外
で
働
こ
う
と
考
え
、
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
作
る
会
社
で
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
き
は
じ
め
た
。し
か
し
、

そ
の
工
場
が
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
い
、
次
な

る
職
場
と
し
て
出
会
っ
た
の
が
物
研
だ
っ
た

の
だ
。物
流
業
界
は
全
く
の
未
経
験
な
が
ら
、

「
身
体
を
動
か
し
て
働
く
の
も
い
い
な
」
と
、

前
向
き
な
思
い
で
入
社
の
決
意
を
固
め
た
の

で
あ
る
。

和
泉
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
な
っ
た
坂
井
は
、
採
用
が
決
ま
っ
た

時
点
で
、「
少
し
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
た

い
か
ら
」
と
和
泉
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
ス

タ
ー
ト
す
る
前
か
ら
本
社
で
の
勤
務
を
希
望

す
る
な
ど
、
勤
勉
な
姿
勢
を
見
せ
て
き
た
。

入
社
直
後
は
ア
パ
レ
ル
製
品
の
検
品
や
梱
包

を
中
心
に
担
当
し
、
現
在
で
は
冷
凍
品
、
冷

蔵
品
に
関
わ
る
仕
事
も
行
っ
て
い
る
。

膨
大
な
物
量
の
中
で

こ
れ
ま
で
で
一
番
印
象
深
い
の
は
、
入
社

直
後
か
ら
携
わ
っ
て
い
た
、
と
あ
る
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
仕
事
だ
。
ス
タ
ー
ト
時
は
取

り
立
て
る
ほ
ど
の
物
量
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
メ
ー
カ
ー
の
急
成
長
に
伴
い
、
入
出
荷

量
も
爆
発
的
に
伸
び
て
い
っ
た
。
ど
れ
だ
け

こ
な
し
て
も
中
々
減
ら
な
い
ア
イ
テ
ム
数
を

前
に
、
総
勢
40
人
ほ
ど
の
パ
ー
ト
社
員
一
丸

で
臨
み
、
一
日
の
作
業
を
終
え
た
時
に
は
大

き
な
充
足
感
に
包
ま
れ
た
と
い
う
。
一
方

で
、
う
ま
く
物
量
を
捌
き
切
れ
な
か
っ
た
時

に
は
、「
心
が
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
と

語
る
ほ
ど
追
い
込
ま
れ
、
今
で
も
苦
い
経
験

と
し
て
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
そ
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
は
事
業

撤
退
し
、
和
泉
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
扱
い
も

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
当
時
の
経

験
や
仲
間
と
連
帯
し
た
記
憶
は
今
の
業
務
に

生
か
さ
れ
て
お
り
、
今
日
も
坂
井
は
目
の
前

の
仕
事
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。

和泉　現場パート　和泉センター　パートリーダー

坂
さ か

井
い

 桂
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変
化
と
失
策

大
き
な
苦
労
が
あ
っ
た
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
の
案
件
が
な
く
な
っ
て
以
降
、
和
泉
セ

ン
タ
ー
は
取
り
扱
う
品
目
も
、
共
に
働
く
仲

間
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
新
し
い
顧
客
が

次
々
と
増
え
た
ほ
か
、
職
場
を
去
っ
た
人
が

い
る
一
方
で
新
た
に
加
わ
る
人
も
多
く
い

た
。
変
わ
り
ゆ
く
業
務
の
中
で
、
自
身
が
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
と
あ
る
一
つ
の

ミ
ス
だ
。

そ
れ
は
あ
る
商
品
の
出
荷
を
担
当
し
た
時

の
こ
と
だ
。
正
し
い
数
量
を
伝
え
ら
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
坂
井
は
10
個
ほ
ど
過

剰
に
出
荷
。
そ
の
結
果
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
作
業
の
正
確
性

に
は
自
信
が
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
ミ
ス
に
対

し
て
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
申
し
訳

な
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
。
そ
の
後
自
身
の
行
動

を
振
り
返
り
、
深
く
反
省
を
し
た
坂
井
は
、

さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
直
し
、
以
降
は
商
品

名
や
数
量
の
チ
ェ
ッ
ク
を
入
念
に
行
っ
て
い

る
。

休
暇
も
誰
か
の
た
め
に

休
日
は
、
平
日
に
対
応
が
追
い
つ
か
な
い

家
事
に
精
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
胸
の
内
に

あ
る
の
は
、「
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら

嬉
し
い
」
と
の
前
向
き
な
気
持
ち
だ
。
中
で

も
、
布
団
や
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
る
。

持
ち
前
の
器
用
さ
は
、
趣
味
の
手
芸
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
。
自
身
の
子
ど
も
が
小
さ

か
っ
た
頃
は
、
ピ
ア
ノ
や
ダ
ン
ス
の
発
表
会

で
身
に
つ
け
る
衣
装
を
自
作
し
、
今
で
は
孫

の
ス
タ
イ
（
よ
だ
れ
か
け
）
を
作
る
ま
で
に
。

女
の
子
の
孫
が
生
ま
れ
れ
ば
、「
可
愛
い
洋

服
を
作
り
た
い
」
と
今
か
ら
や
る
気
に
満
ち

て
い
る
。

長
年
の
内
職
経
験
や
前
の
職
場
で
の
花
作

り
、
そ
し
て
趣
味
の
裁
縫
な
ど
、「
手
先
を

使
う
作
業
は
得
意
」
と
語
る
坂
井
。
物
流
セ

ン
タ
ー
で
の
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
作
業
も

苦
痛
に
感
じ
た
こ
と
は
な
い
と
い
い
、
仕
事

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
明
る
く
行
動
す
る
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。

目
標
に
向
か
っ
て

歩
み
を
進
め
る

パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
囲
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
坂
井
だ
が
、「
先
頭
に

立
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う

な
タ
イ
プ
で
は
な
い
」
と
自
己
評
価
は
控
え

め
だ
。
一
方
で
、「
真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と

作
業
す
る
部
分
は
負
け
な
い
と
思
う
」
と
、

得
意
分
野
で
仲
間
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。周
囲
を
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、

支
え
る
こ
と
が
自
身
の
目
指
す
リ
ー
ダ
ー
像

な
の
だ
。

あ
ら
ゆ
る
局
面
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
続

け
て
き
た
坂
井
。
そ
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト

は
、
物
研
に
と
っ
て
も
、
和
泉
セ
ン
タ
ー
で

共
に
働
く
仲
間
に
と
っ
て
も
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
。
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 次号もお楽しみに！

▲同僚とランチ

▲慎重に作業中

▲綿密なコミュニケーション



今回密着したのは、深阪セ
ンターのリーダーを務める大
津さんと、和泉センターの副
センター長を務める太田さ
ん。お二人のお客様ファース
トの活躍ぶりに密着しました！

現場のコントローラーとして
倉庫中の商品在庫管理や出荷・入荷作業に従事しています。
出荷・入荷に関しては主にパートさんに実作業を行ってもらって
いますが、皆さんがいかに進めやすくできるかを考えて指示を出
すのが私の役割です。お客様からいただいた情報をもとに、滞
りなく準備していかなければなりません。
また、在庫管理において
はミスゼロを目指して取り
組んでいますが、なかなか
思ったようにはいきません。
当部署のクリアすべき課題
として挙げられるでしょう。
そして、お客様からのクレー
ムゼロが目標のひとつ。誤
出荷・誤入荷を防ぐため
に、現場の作業環境づくり
の改善にも注力しています。

状況を判断しやすい環境構築と情報共有
業務を円滑に

進めるための工夫

リ
ー
ダ
ー

お
お  

つ    

と
し  

お

大
津 

俊
夫
さ
ん

深
阪
セ
ン
タ
ー

業務をスムーズに進めるためには、現場に置いている荷物を
圧縮して整理することが必須です。しかし、今の時期は入
荷量が多く、整理整頓が追いついていない部分があります。
荷物がそこら中に溢れていたら入出荷の判断が難しくなり、
ミスが発生する原因にもなるので、都度荷物を仕分け、可能

な限りわかりやすくきれいな環境維持を心がけています。
パートさんとのコミュニケーションも忘れてはいけない重要な
要素です。お互いにやるべきことを失念してしまうことがある
ので、常に現場状況を確認しあいながら、作業精度を高め
ています。

円滑に業務を行うためのキーマン
フロント担当として、お客
様からのオーダーの受付、
問い合わせ対応、送り
状の発行など、ピッキン
グ作業を行う前段階まで
の準備を行っています。
出勤後、現場担当者へ
当日のスケジュール報告
を行い、連携を取ること
で円滑に業務が行えるよ
う心がけています。

前日の退勤後にお客様から
連絡がないかチャットワー
クで確認後、現場担当者が
スムーズに作業開始できる
ように準備をします。

出荷作業が落ち着いてく
ると、入荷作業が始まる
ので、その指示出しをし
ます。完了したらお客様
へ連絡。

１日の
業務の
流れ

8:30 出勤

8:55 朝礼

14:00-

昼礼13:00

午後の業務

お客様から問い合わせがあればす
ぐに対応するので、昼休みはまとめ
てではなく、状況を見ながら空いて
いる時間に少しずつ入ります。

18:00 勤務終了

昼休憩前まで
は、オーダー受
付とお客様か
らの問い合わ
せ対応がメイ
ンです。

副
セ
ン
タ
ー
長

お
お  

た     

ち   

か    

こ

太
田 

智
香
子
さ
ん

和
泉
セ
ン
タ
ー

集中！

～ある一日に潜入～

上司と当日の予定について
ミーティング。状況によっては
実作業に入ることも。

１日の
業務の
流れ

8:30出勤

昼休憩

8:55 朝礼
9:00- 現場入り

13:00-
12:00-13:00

午後の業務

12:50からの昼礼に余裕
を持って出席するため
に、12:30ごろから20分く
らいで午後イチの作業を
前倒しして完了。

パートさんが出荷作
業に入るので、重た
い荷物を運んだり
ピッキングを行った
りと、全体的なフォ
ローを行います。

倉庫の片付け・整頓がメイン。ロケーションの移動や
木箱の解体を実施。その日によって作業内容が異な
るので、実態に合わせて臨機応変に対応します。

18:00 勤務終了

本社が多忙であれば、
サポートに入ることも！

当日の作業内容
を確認。

 ありがとうの言葉
様 な々お客様がいらっしゃり、それぞれ出荷方法やオーダー
の仕組みが違うので、すべて覚え、深く理解をしていない
と、イレギュラーな事態が起きた際に対応できません。その

ため、知識量をどんどん増やしていかなければいけないの
で、大変だと思うこともあります。ですが、お客様から感謝
の言葉をいただけるのは嬉しく思います。私だけでなく、現
場担当へ向けられた言葉でもあるので、とても大切にして
います。

仕事の
やりがいと喜び

入念に！

翌日の準備や、最終報告を済
ませ、戸締まりをして退勤。

うお座
生まれ

うお座生まれの皆さん、
おめでとうございます！

Pisces

林 小百合さん藤井 愛さん 隅野 麻衣さん

戸﨑 佳奈さん 縄手 めぐみさん山本 直輝さん

馬場 優子さん西田 祐日さん 黒本 晴香さん歌谷 美佐子さん


